
キャラクター表現

【講評】
１）「遅刻しそうに」のシチュエーションを寝ぼけている事にしているのと、ベルが鳴っている時計をミホリンに持たせている
事で上手く表現できています。

２）構図的に中心部分の余白が気になりますが、見つかりそうなミホリンの見せ方がかわいいですね。何かに気付いた少年
とサラリーマンの緊張が伝わっている感じも良いです。

３）カバンを持っていると言う事は夜中の2時まで飲んだくれて帰宅したのですね。ご機嫌なサラリーマンとミホリンの対照
が良く出ています。

４）ほのぼの感が絶妙です。

一般入学試験［前期］１日目 180分／200点満点

◆モチーフとしてキャラクターが与えられます。
◆そのキャラクターを使って指示されたポーズ、表情等を表現してください。
◆モチーフをよく観察し、特徴をつかみ、応用する表現力、基礎的な画力、アニメーションに必要な描写力が要求されます。
◆時間は180分、指示（ポーズ等）は４パターンを基本とします。

キャラクター表現
ポイント

1） 2）

3） 4）

◆映像表現学科 （映画コース／アニメコース／CGコース）

【モチーフ】甘納豆、お茶、老眼鏡
解答例

物語性

主題設定

演出力

A
B
B

1枚目（3枚中）

2枚目（3枚中）

絵コンテ

◆共通のモチーフが、各自に数点与えられます。
それぞれのモチーフをすべて使って、絵コンテを
構成します。
◆タイトルは、各自つけてください。
◆絵コンテで表現する範囲は、物語全体でも一
部でもかまいません。絵コンテによって、表現
したいことが読む人に正確に伝わるかどうか
を評価します。
◆絵の上手さ以上に、画面の構成や次の画面へ
のつながり、映像化するうえでの具体化の手
法などを重視します。

◆時間は180分。解答用紙は、Ｂ4サイズ絵コンテ
用紙を使用します。解答は、2枚以上使用して
ください。

絵コンテ
ポイント

推薦入学試験［前期］1日目 180分／200点満点

【 講 評 】
発想が楽しく、表現がわかりやすいところは評価できます。展開にも無理
がありません。ただし画力が弱く、自分の描きたいものが描けていませ
ん。基礎的な絵の訓練をすれば、自分ももっと描きやすくなり、人にも理
解されやすい画面を描くことができるようになるでしょう。

※2012年度の解答例を掲載しています。

入試問題
このキャラクターで、指定のポーズを
描きなさい。

●キャラクターはA4の紙1枚に2人
を描くこと。
●A4解答用紙を計4枚使用する。
●背景や大道具は必要に応じて描
く。
●描くポーズの指定 1）～ 4）

キャラクター
40歳の頑固なサラリーマンと、宇
宙からやってきた宇宙人「ミホリ
ン」。
フルショット（全身）
1）街中でサラリーマンが遅刻しそ
うになっているのに全く動じて
いないので、宇宙人「ミホリン」
が急かしている様子。

2）電車内で宇宙人「ミホリン」が人
に見つかりそうになって、サラ
リーマンが持っているカバンの
中に隠れている。

3）自宅のソファで、酔っ払いのサラ
リーマンに宇宙人「ミホリン」が
説教している。

バストショット
4）2人がお風呂に入ってのんびり
している。

＜参考＞持参作品・資料

環境デザイン
学科

環境デザイン分野への適性を判断する材料としますので、自ら制作の意図や制作過程における工夫など
を説明できる作品や、環境デザイン分野への学習意欲をアピールするための資料を持参してください。具
体例としては、以下のようなものがあげられます。
・学校の授業で取り組んだデッサンや立体造形などの作品
・クラブ活動で取り組んだことの成果品や、活動の記録をまとめた資料
・自宅学習で制作したイラストや模型などの作品
・地域の行事などへの参加体験をまとめた記録
・興味を持った建物や風景について、調べたり感じたりした内容をまとめたレポート

アート・クラフト
学科

作品は、絵画、デッサン、イラスト、彫刻、フィギュア、陶芸、ガラス、金工、デザイン、写真など「受験
生本人が制作した実物」、またはそれらの写真をまとめた「作品ファイル」です。文化祭や展覧会など、文
化イベントの企画運営に参加した人は、その「資料ファイル」なども可とします。

映像表現学科

自分の個性や得意な事柄をアピールできる作品や取り組みの記録を、現物、あるいはポートフォリオや映
像などの形にまとめて、可能な限り多数持参してください。
◆デジタルクリエーションコース　：作品や取り組みの範囲は限定しません。
◆映画コース　　　　　　　　　：作品や取り組みの範囲は限定しません。
◆アニメーションコース　　　　　：�主として「模写」「デッサン」「透視図」などの絵を見せてください。�

ノートの隅に描いた落書きのようなものでもかまいません。

具体例としては、以下のようなものがあげられます。
・�静物デッサン、絵画、イラストレーション、キャラクターデザイン、ノートの落書き、学校行事に関する
��ポスター、クラブ活動の刊行物などの絵画作品
・写真作品、コマ撮りアニメ、コンピューターアニメーション、実写映像などの映像作品
・自作フィギュア、学校行事に関する創作物 (文化祭などの写真資料として )などの立体作品
・資格証明書、クラブ活動などの業績を示す賞状、ボランティア活動記録など

まんが表現学科

まんが原稿 (ストーリー、4コマなどジャンルは問いません )、イラストレーション、水彩画、アイデ
アスケッチ、キャラクターやメカのデザイン案、落書きノート、スケッチブック、同人誌など。詳細
は P.48 を参考。
※デジタルでまんが・イラストを描いている場合は、出力した作品を持参するか、記録媒体 (USB メ
モリを推奨します ) に作品を記録して持ってきてください。iPad などのタブレットに記録して持参
してもらってもかまいません。

ビジュアル
デザイン学科

デッサン､ 絵画（油絵、水彩画等）、イラストレーション､ イメージ表現、色彩構成、ポスター､ 写真､ 映
像作品､ 立体作品､ クロッキー帳やスケッチブックにまとめられたアイデアスケッチや落書き、自分でデザ
インした冊子や絵本など、幅広くビジュアルデザインに関連するもの

ファッション
デザイン学科

スタイル画、衣服 (自作の物 )、イメージコラージュ、鉛筆デッサン、イメージ表現、写真 (プリントした物 )、
スタイルブック、文化祭活動資料、クラブ活動資料、ボランティア活動資料、オープンキャンパス・体験実
習での作品、各種習い事や自宅で制作した成果物及び資料など。デジタルでの作品は、必ず出力した物
を持参して下さい。

プロダクト・インテリア
デザイン学科

・美術の授業や実習で取り組んだデッサン、絵画、デザイン案、図面、立体作品､ 模型 (写真 )など
・総合学習や科目学習 (歴史・地理・生物・化学など )で取り組んだ個人あるいはグループ課題の提出物
・体育祭や文化祭で制作したスタッフグッズ、パンフレット、チラシなど
・クラブ活動や自主的に取り組んだ分野での成果品や活動記録

※持参作品および自己 PR 資料の一部を参考例として選んだものであり、必ずしも、これらの内容に限定するものでは
　ありません。
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